
 未来の自分へのシグナルを探しにいこう  

別科 准教授 神村 和美    

図書館員のおすすめ 

図書館彙報  

 みなさんの故郷の町には図書館がありますか？きっとあるでしょうね。実は、私が生まれた北海道の農

村には図書館がありませんでした。でも、地元の母親たちが、月に一度、地域の児童館の和室で「読書

会」という催しをしてくれました。隣町の図書館から借りてきたのであろう、いくつかの衣装ケースに詰

められたたくさんの児童向けの本、おやつに出されたバナナの、半分に切られて黒くなった断面、気に

入った本を紹介し、読み聞かせしあう時間、とても懐かしく思い出されます。今思うと、彼女たちには感

謝せずにはいられません。文化的に整った環境には恵まれませんでしたが、あのような大人たちがいてく

れたので、私は現在、日本文学の研究に携わることができているような気がします。 

 そんな私が初めて図書館へ行けたのは、函館の高校に進学した後です。私が利用したのは新川町という

町にある木造二階建ての古い図書館で、その独特な匂いは忘れられません。この図書館と出会い、国語便

覧で眺めるだけで読みたくても読めなかったものを読みあさったことで、文学研究者になりたいという夢

をおぼろげながらも持つことができました。図書館なくして私の現在はありえないわけです。図書館は、

未知の世界への扉を開けてくれるだけではなく、新しい自分を生み出してくれる特別な場所でもあるよう

に思います。 

 そして、城西大学水田記念図書館は、私にとって特別な図書館です。私の研究対象の一人は小林多喜二

ですが、彼の親友である蒔田栄一先生（60年代、城西の経済学部で教鞭をとられていました）の蔵書コー

ナーがあるのです。多喜二研究で研究者デビューをすることができた私にとって、大変な縁を感じていま

す。 

 もしかしたら、みなさんの将来を左右するなにかが、どこかの図書館に、もしくは図書館にある多くの

本のどこかのページに、こっそりと隠れている、ということもあるかもしれません。読書にうってつけの

季節である今、未来の自分へのシグナルを探しに、図書

館へ出かけてみてはいかがでしょうか。 

 みなさんに、新しい良い出会いがあることをこころか

ら願っています。 
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2024年度第2回JMLA/JPLA学術コンソーシアム合同会議出席   
城山中学校職場体験学習 1年生2名受入   
坂戸市立図書館協議会に出席   

■   図書館見学（1/30）高校生他20名  

研究室訪問 

文豪たちの仕事・お金・家族・勉強から逃避した 

エピソードや、その文豪の名言が紹介されている 

一冊（私は太宰の名言がお気に入りです）。 

 

 タイトルにもあるように、 

 嫌なことがあったら逃げてもいいんだ！ 

 と少し勇気がもらえるかもしれません。 

 
   紹介者：水村（担当：利用者サービス） 

インフォメーション 

  ●日曜日は休館します。 

   ・3/23オープンキャンパス除く 

  ●節電のため、5～9階は閉室します。 

  ●短縮開館： 

   2/3(月)～2/27(木) 平日閉館19時 

   2/28(金)～3/31(月) 閉館17時 

紀尾井町キャンパスに

ついてはカレンダーを

ご確認ください 

 

図書館  
公式X  

図書館HP 
オンライン

相談 

図書館HPや公式Xでは、役立つ情報をお知らせし
ています。また、図書館員がオンラインでも資料
の相談を受け付けています。 

 

研究室向けガイダンス 

坂戸市立城山中学校の生徒が 図書館で職場体験をしました  

1月20~22日、坂戸市立城山中学校の

生徒2名が「中学生職場体験学習」と

して図書館の仕事を体験しました。大

学の図書館についての説明を受けた

後、カウンターでの貸出、返却図書の

配架、受入図書の装備を行いました。

また当館所蔵の本の中から興味のある

本を選び、学生アドバイザーに教わり

ながらPOP作りに取り組みました。  
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P. 1 巻頭言 P. 2-3 学生アドバイザー 〆のメッセージ 
P. 4 図書館員のおすすめ、インフォメーション  

 先生は別科の授業、および学部で日本文学分野の授業を担当されており、普

段から留学生・日本人学生どちらにも興味を持ってもらえるよう、テーマ選び

を工夫されているそうです。具体的な内容について先生に伺がってみたとこ

ろ、「母国の民話を語り合い、日本の民話として『まんが日本昔ばなし』の怖

いエピソードを視聴して感想を共有する」「J-POP『ハナミズキ』の歌詞を題

材に、その背景を考察する」「震災や原発をテーマにした小説を輪読し、意見

を交換する」など、今すぐ参加したくなるような興味深いテーマばかりでし

た。 

 また、図書館の活用については、「7階のラーニングコモンズを授業で使用し

たことがあり、今後も利用したい」「授業の一環として図書館で本を1冊借りる

取り組みを導入したい」といった声をいただいています。今後も、先生の研究

活動や学生の学習を支援するため、図書館として引き続きサポートしていきた

いと思います。 

ぜひ 

ご覧ください 
本学元教授・蒔田栄一先生のコレクショ

ンは、図書館3階「蒔田文庫コーナー」に

置かれています。 

中学生が作ったPOPと本を1階カウンター
前に展示中です 

https://web.d-library.jp/josai/g0102/libcontentsinfo/?conid=426039
https://twitter.com/lib_josai
https://libopac.josai.ac.jp/
https://forms.office.com/r/ngsks0C7hs
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-250124
https://opac.jiu.ac.jp/opac/calendar/?countercd=200001
https://libopac.josai.ac.jp/search/collection.htm#makita


一緒に活動しよう！！ 

図書館学生アドバイザーは、学生の学習支援を行うとともに自身も一緒に成長していく
ことを目指して活動しています。  
自分も学生アドバイザーになりたい！という方は図書館へご相談ください 。 

2024年度のメンバーより、活動を通して感じたこと、学んだことなどをPOPメッ

セージとしてお届けします。  

学生アドバイザー公式Ｘ 

https://twitter.com/lib_advis

